
  
 

 

 

 

2025 年 7月 9日 

―報道関係者問い合わせ先― 

武蔵大学 広報部  担当：増田・五月女（ますだ・そうとめ） 

TEL：03-5984-3813  E-mail：pubg-r@sec.musashi.ac.jp 

 

―ひと足先に大学の雰囲気を体験できるチャンス― 

【8 月限定】高校生、大学受験生に図書館を開放します 
 

武蔵大学（東京都練馬区／学長 髙橋徳行）は、高校生・大学受験生を対象に 8 月限定で大学図書館

（本館・8 号館、地下 1 階 洋書プラザ）を開放します。図書館には各分野の専門書はもちろん、美術書や古典

資料、最新の雑誌など 65 万冊の蔵書があり、大学ならではの整った環境で、ひと足先に「大学」の雰囲気を体験す

ることができます。なお、7 月 26 日、8 月 2 日、8 月 3 日に開催するオープンキャンパス時にも開放しています。 

本学は様々な角度から大学を体験する機会を設け、自分にあった進路探しをする受験生を応援しています。期間

中は本館内に入試コーナーを設置し大学案内や一般入試過去問題集（解答付）など受験に役立つ資料を無料

配付しています。また、夏休みの宿題や課題の調べもの、読書の利用も歓迎いたします。ぜひお役立て下さい。 

大学図書館開放の概要 

【期間】2025 年 8 月 1 日(金)～8 月 8 日(金)、8 月 19 日(火)～8 月 29 日(金)の月曜日から金曜日 

※8 月 19 日(火)・20 日(水)は工事のため大きな音が発生する時間帯があります（洋書プラザには影響ありません） 

 

【利用時間】 9 時～18 時 

【入館方法】 

・高校生：在籍高等学校の生徒証の提示 

・予備校生（大学受験予備校に限る）：大学受験予備校の 

在籍証明書の提示 

・16 歳から 20 歳の大学受験生：年齢を証明する身分証の提示 

【利用内容】 

館内での図書・資料閲覧、図書・資料探しのためのパソコン検索、

閲覧席の利用（閲覧・受験勉強・自習など） 

※PC 設置席、ディスカッションスペースは使用不可 

【参考】 

武蔵大学図書館 https://www.musashi.ac.jp/library/

https://www.musashi.ac.jp/library/


 

■武蔵大学 日本で初めてリベラルアーツ教育を行った旧制高等学校がルーツ 

〔アクセス：西武池袋線「江古田駅」から徒歩６分〕  

武蔵大学のルーツは、東武鉄道や東京地下鉄道（現東京メトロ）など多くの鉄道事業に携わり「鉄道王」と呼ばれた根津

嘉一郎（初代、1860～1940）が、1922（大正 11）年に私財を投じて創立した日本初の私立七年制の旧制武蔵高

等学校。戦後の学制改革により、1948（昭和 23）年４月に新制武蔵高等学校、翌年に新制武蔵大学、新制武蔵中

学校が開設され、学校法人根津育英会武蔵学園として現在に至る。一年次から 4 年間のゼミナール（小規模で対話型の

授業を含む）が必修で「ゼミの武蔵」といわれる。 

2020年3月には、ロンドン大学と武蔵大学とのパラレル・ディグリー・プログラムにおいて初のロンドン大学学位取得者を輩出、

グローバル教育の更なる発展に力を注いでいる。 

2022 年 4 月、学園創立 100 周年を迎えたこの年に、新学部となる国際教養学部を開設し、経済、人文、社会、国際教

養の 4 学部 9 学科となった。 

2027 年 4 月には、データサイエンス系の新専攻として「情報社会デザイン専攻」と「ビジネスデータサイエンス専攻」設置を予

定している。 

 

建学の三理想 

1. 東西文化融合のわが民族理想を遂行し得べき人物 

2. 世界に雄飛するにたえる人物 

3. 自ら調べ自ら考える力ある人物 

 

学長 髙橋 徳行  〒176-8534 東京都練馬区豊玉上 1-26-1 

 


